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（訂正）平成26年５月期決算短信〔日本基準〕（連結）の一部訂正について 
 

 

平成26年７月10日に公表いたしました「平成26年５月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容の一

部に訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。訂正箇所は下線を付して表示して

おります。 

なお、数値データについては、訂正はありません。 

 

記 

【訂正箇所】    

添付資料２ページ 

１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

（訂正前） 

当連結会計年度におけるわが国の経済環境は、政府による各種経済対策及び日本銀行による大規模な

金融緩和策を背景に、企業収益の改善や個人消費が底堅く推移するなど緩やかに回復を続けてまいりま

した。一方で、欧州における金融不安の長期化や中国及び新興国の経済成長の鈍化等により、依然とし

て先行き不透明な状況となっております。 

（省略） 

その結果、当連結会計年度の売上高は 10,081,100 千円（前年同四半期比 7.5％増）、営

業利益は 1,017,146 千円（同 21.6％増）、経常利益は 990,823 千円（同 29.4％増）、当期

純利益は 590,704 千円（同 35.4％増）となりました。 

 

（訂正後） 

当連結会計年度におけるわが国の経済環境は、政府による各種経済対策及び日本銀行による大規模な

金融緩和策を背景に、企業収益の改善や個人消費が底堅く推移するなど緩やかに回復を続けてまいりま

した。一方で、欧州における金融不安の長期化や中国及び新興国の経済成長の鈍化等により、依然とし

て先行き不透明な状況となっております。 

（省略） 

その結果、当連結会計年度の売上高は 10,081,100 千円（前年同期比 7.5％増）、営業利

益は 1,017,146 千円（同 21.6％増）、経常利益は 990,823 千円（同 29.4％増）、当期純利

益は 590,704 千円（同 35.4％増）となりました。 

 

 以 上 


